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1.はじめに

当院透析室では､平成14年に患者様の入室

から穿刺までの待ち時間短縮を目的に､時間

差で入室する方法を取り入れて実施してきた｡

しかし､ここ数年で高齢化に伴うADLの低下

が進んでいる患者様や､送迎サービスなどの

社会的資源を利用して通院してくる患者様の

増加により､入室方法が多様化してきた｡

そのような状況により､再度現状にあった

入室方法の改善が必要となり､検討した結果

改善に結びついたので報告する｡

2.方法

(訂現在の透析治療に対してのアンケー トを実

施した｡アンケー ト調査の対象は､意思疎通

可能な患者様 38名と透析室勤務のスタッフ

27名とし､穿刺までの待ち時間や入室方法に

対する不満を調査した｡また､倫理的配慮と

してアンケー ト調査は無記名で､個人が特定

できないよう配慮し､研究に同意した者とし

た｡さらに､本件以外では使用しないことを

口頭で説明した｡

②現在の入室方法における穿刺までの待ち時

間を調査した｡待ち時間調査の対象は月曜系

午前透析患者様50名とした｡

③(か､②の結果､患者様からは ｢待ち時間が

長い｣｢穿刺の順番が違う｣などの苦情が寄
せられた｡また､スタッフもその言葉により

ストレスを感じ､緊張するとの意見が聞かれ
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た｡さらに､穿刺までの待ち時間調査におい

て､58%の患者様が10分以上待っていること

が明らかになった｡そのため､入室方法の改

善を検討したところ､穿刺を待っている患者

様を明確にすること､スタッフの動線を短く

することが必要であると考えられた｡その対

策として､｢患者様のグループ化｣､｢入室時間

を患者様に通知｣､｢入室曜日の工夫｣を取り

入れた｡

対策Ⅰ 患者様のグループ化

スタッフの動線を短くしてむだな動きを減

らすため､ベッドの近い複数名の患者様を1

つのグループとし､透析室への入室はグルー

プごとに行うようにした｡

図1 グループ編成の例

対策Ⅱ 入室時間の変更

現状の入室方法では､8時 30分に23名の

患者様が一斉に入室し､30分後の9時に残り

の患者様㌶名が入室していた｡この方法だと､

一度に大勢の患者様が入室するため､入室し

た順番を把握することが難しかった｡そこで､

スタッフが患者様の入室順を把握できるよう
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にするため､対策 Ⅰで編成したグループごと

に8時30分から10分間隔で時間差入室する

方法を試みた｡
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図2 改善した時間差入室の方法

対策Ⅲ 入室曜日の工夫

月曜日に8時30分で入室したグループは､

水曜日は8時40分､金曜日は8時50分とし､

どのグループも入室時間が公平になるように

考慮した｡
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図3 入室曜日の工夫

④患者様の穿刺までの待ち時間を調査し､対

策前後で比放した｡

6)①と同様に患者様､スタッフに改善後の入

室方法についてアンケ- 卜を実施した.

3.結果

新たな時間差入室方法を実施した結果､導

入前は 58%の患者様が 10分以上待たされて

いたが､導入後は90%の患者様の待ち時間を

10分以内にすることができ､患者様に平等に

透析治療を受けられる環境を整えることがで

きた｡
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図4 穿刺までの待ち時間の変化

時間差入室実施後のアンケー ト結果より､

患者様からは ｢穿刺 してもらうまでの時間が

短くなった｣｢入室順に穿刺してもらえるよう

になった｣との意見をいただいた｡また､ス

タッフからは ｢プレッシャーがなくなって気

持ちに余裕ができた｣｢穿刺の順番を考えなく

ていいので楽になった｣との声が寄せられた｡

4.結論

現状の入室方法では､スタッフが患者様の

入室する順番を把握できなかったために､患

者様からは穿刺の順番が違う､待ち時間が長

いといった苦情が寄せられていた｡この対策

として取り入れた新たな入室方法により､穿

刺を待っている患者様を明確化し､入室順に

穿刺を行うことができた｡また､患者様の入

室時間を調整することで､穿刺までの待ち時

間を短縮することができた｡それにより､穿

刺の順番によるトラブルや､待ち時間による

患者様の精神的ストレスを軽減することがで

きた｡さらに､スタッフが入室順に穿刺しな

ければならないというプレッシャーから解放

され､気持ちに余裕ができ､スムーズに穿刺

できるようになった｡

今後の課題としては､

･現在行っている時間差入室の標準化の

継続

･多様化する患者様に対する､状況に応じ

たスタッフの迅速な対応

･交通手段の変更や新規導入患者様に対応

した患者様のグループ編成

が挙げられる｡
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